
病院・医院名

製　作

ノロウイルス感染症気をつけよう！気をつけよう！気をつけよう！

知っていますか？知っていますか？知っていますか？
ノロウイルスってノロウイルスってノロウイルスって

株式会社 ミズホメディ－

ノロウイルス感染症とは？

ってどんな病気？？

おもに11月～2月流行時期

感染経路

多くは24～48時間潜伏期間

症　状

ノロウイルス感染の予防ノロウイルス感染の予防ノロウイルス感染の予防ノロウイルスの治療ノロウイルスの治療ノロウイルスの治療ノロウイルスの検査ノロウイルスの検査ノロウイルスの検査

ノロウイルスの検査の材料（便）は、綿棒を直接、
肛門に挿入して採取するか、排泄された便から採
取します。検査の結果も10分くらいですぐにわか
ります。
ノロウイルス感染の診断は検査結果および臨床
症状を考慮して医師が総合的に判断します。
ノロウイルスの流行時期におう吐、下痢、腹痛等
の症状がある場合は早めに病院や医院を受診し
ましょう。

感染した人の便やおう吐物にはウイルスが大量に含まれています。
次のことに気をつけて予防しましょう。ノロウイルス感染症への特別な治療法はな

く、特効薬もありません。このため、症状を和
らげる補液、鎮吐薬や整腸薬などの対症療法
が行われます。
乳幼児や高齢者では、おう吐、下痢による脱
水症状を引き起こすことがありますので、水
分と栄養を補給することが大切です。
＜参考＞
少量（20ml位）の経口補水液を飲ませ、20～30
分位繰り返します。その後おう吐がなければ、ゆっ
くり50～100mlを飲ませます。

おう吐物や便の中にはウイルスが
沢山います。
下痢が治っても便中にウイルスが
しばらく存在しますので注意が必
要です。

ノロウイルスは
検査でわかるよ。

ノロウイルスの検査は簡単です。

ノロウイルスは乳幼児から高齢者まで幅広い年齢
層で下痢やおう吐を引き起こすウイルスです。
「感染性胃腸炎」の原因となるウイルスで、散発的と
ともに保育園・幼稚園や学校、高齢者施設などで
集団感染発生原因ともなっています。

主な症状は吐き気、おう吐、下痢、腹痛、軽度の
発熱が見られます。
通常は２～３日で回復し、後遺症もありません。
また、感染しても発症しない場合や風邪のよう
な症状もあります。
しかし、乳幼児や高齢者などでは、重症化した
り、おう吐物をのどに詰まらせたりする
ケースがあります。

素手で触らず、必ずビニール手袋、マスク、
エプロン（ガウン）を着用して下さい。
雑巾、タオル等でおう吐物、下痢便をしっか
りふき取って下さい。
ふき取った雑巾、タオルはビニール袋に入れ
て密封し、捨てることをお勧めします。
おう吐物の消毒は市販の塩素系消毒剤（漂
白剤）を希釈したものを使用して下さい。
（次亜塩素酸ナトリウム0.1％または1000ppm）

ピーピー
  うんちだ…

きもち悪いよ…

はいちゃった…

監　修

日本大学 医学部 微生物分野

客員教授　牛島  廣治先生

トイレの後、食事や調理の前などには、
せっけんを使いしっかりと
手を洗いましょう。
※30秒以上、繰り返し洗って下さい。

手洗い 便やおう吐物の処理

感染が広がらないよう
注意しましょう！

ヒトからヒトへの感染と、食品を介しておこる食中毒があります。

２ 感染した人の便やおう吐物に触れて、手指を介して
口に入った場合。

１ 感染経路がはっきりせず急に寒くなり全国一斉に
発生する乳幼児の場合。

３ 感染した人の便やおう吐物が乾燥して、空気中の埃や
粉塵として舞い上がり体内に取り込んだ場合。

４ 感染した人が汚染した手のままで調理した食品を
食べた場合。

５ ウイルスに汚染した二枚貝を生あるいは十分に加熱
調理しないで食べた場合。

吐き気 おう吐 軽度の
発熱

下痢 腹痛

こんな症状出てないかな？？

ノロウイルス汚染の可能性がある食品を
調理する場合は、十分に加熱しましょう。
（中心温度が85℃～90℃で90秒以上の加熱）

食品への加熱

部屋を暖かくして湿度を保ち、
安静にしてゆっくり休みましょう。
医師の指導のもとに
補液・食事をしましょう。

次回の急なおう吐、下痢のため、
経口補液を保管しましょう。 １）東京都福祉保健局：社会福祉施設等におけるノロウイルス対応標準マニュアル

    http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/noro/manual.html
２）厚生労働省：保育所における感染症対策ガイドライン
    http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/pdf/hoiku02.pdf
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  うんちだ…

きもち悪いよ…

はいちゃった…

監　修

日本大学 医学部 微生物分野

客員教授　牛島  廣治先生

トイレの後、食事や調理の前などには、
せっけんを使いしっかりと
手を洗いましょう。
※30秒以上、繰り返し洗って下さい。

手洗い 便やおう吐物の処理

感染が広がらないよう
注意しましょう！

ヒトからヒトへの感染と、食品を介しておこる食中毒があります。

２ 感染した人の便やおう吐物に触れて、手指を介して
口に入った場合。

１ 感染経路がはっきりせず急に寒くなり全国一斉に
発生する乳幼児の場合。

３ 感染した人の便やおう吐物が乾燥して、空気中の埃や
粉塵として舞い上がり体内に取り込んだ場合。

４ 感染した人が汚染した手のままで調理した食品を
食べた場合。

５ ウイルスに汚染した二枚貝を生あるいは十分に加熱
調理しないで食べた場合。

吐き気 おう吐 軽度の
発熱

下痢 腹痛

こんな症状出てないかな？？

ノロウイルス汚染の可能性がある食品を
調理する場合は、十分に加熱しましょう。
（中心温度が85℃～90℃で90秒以上の加熱）

食品への加熱

部屋を暖かくして湿度を保ち、
安静にしてゆっくり休みましょう。
医師の指導のもとに
補液・食事をしましょう。

次回の急なおう吐、下痢のため、
経口補液を保管しましょう。 １）東京都福祉保健局：社会福祉施設等におけるノロウイルス対応標準マニュアル

    http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/noro/manual.html
２）厚生労働省：保育所における感染症対策ガイドライン
    http://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/pdf/hoiku02.pdf
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ノロウイルスの検査の材料（便）は、綿棒を直接、
肛門に挿入して採取するか、排泄された便から採
取します。検査の結果も10分くらいですぐにわか
ります。
ノロウイルス感染の診断は検査結果および臨床
症状を考慮して医師が総合的に判断します。
ノロウイルスの流行時期におう吐、下痢、腹痛等
の症状がある場合は早めに病院や医院を受診し
ましょう。

感染した人の便やおう吐物にはウイルスが大量に含まれています。
次のことに気をつけて予防しましょう。ノロウイルス感染症への特別な治療法はな

く、特効薬もありません。このため、症状を和
らげる補液、鎮吐薬や整腸薬などの対症療法
が行われます。
乳幼児や高齢者では、おう吐、下痢による脱
水症状を引き起こすことがありますので、水
分と栄養を補給することが大切です。
＜参考＞
少量（20ml位）の経口補水液を飲ませ、20～30
分位繰り返します。その後おう吐がなければ、ゆっ
くり50～100mlを飲ませます。

おう吐物や便の中にはウイルスが
沢山います。
下痢が治っても便中にウイルスが
しばらく存在しますので注意が必
要です。

ノロウイルスは
検査でわかるよ。

ノロウイルスの検査は簡単です。

ノロウイルスは乳幼児から高齢者まで幅広い年齢
層で下痢やおう吐を引き起こすウイルスです。
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集団感染発生原因ともなっています。
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発熱が見られます。
通常は２～３日で回復し、後遺症もありません。
また、感染しても発症しない場合や風邪のよう
な症状もあります。
しかし、乳幼児や高齢者などでは、重症化した
り、おう吐物をのどに詰まらせたりする
ケースがあります。

素手で触らず、必ずビニール手袋、マスク、
エプロン（ガウン）を着用して下さい。
雑巾、タオル等でおう吐物、下痢便をしっか
りふき取って下さい。
ふき取った雑巾、タオルはビニール袋に入れ
て密封し、捨てることをお勧めします。
おう吐物の消毒は市販の塩素系消毒剤（漂
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